
【日本初】無人化施工で造られた巨大な砂防施設群

長さ870ｍの水無川1号砂防堰堤【完成当時日本一】

平成7年8月から2年半の歳月をかけ、日本初の無人化施工によりRCCや砂

防ソイルセメントで造られた水無川１号堰堤。無人測量システムを開発し造ら

れた透過型鋼製スリットの水無川３号砂防堰堤。広大な砂防指定地より壮大

な砂防施設群が見学出来ます。

１）申し込み先 ：

住所 ： 長崎県島原市南下川尻町７－４ 国土交通省長崎河川国道事務所 砂防課

電話 ： ０９５７‐６４‐４１７１（代表） FAX ： ０９５７‐６３‐０９１４
２）申し込み方法 ：

①住所、②氏名、③連絡先電話番号、④希望見学日、⑤見学者人数（大人、子供）を記入のうえ、

FAXにより、２週間前までにお申し込み下さい。

３）その他

・お申し込みに当たりましては、いくつか留意点がありますので、まずはお電話でお問い合わせ下さい。

申し込み方法

・見学日：平日（12月29日～1月3日除く） 9:00～16:30

・見学場所：長崎県島原市・南島原市
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